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ICレコーダー
取扱説明書
お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故に
なることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示し
ています。この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。
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ICD-U60/U70

この説明書は100%古紙再
生紙とVOC（揮発性有機
化合物）ゼロ植物油型イン
キを使用しています。

 安全のために
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。
 安全のための注意事項を守る
 故障したら使わない
 万一異常が起きたら、お買い上げ店またはソニーサー
ビス窓口に修理を依頼する

警告表示の意味
この取扱説明書では、次のような表示をしています。
表示の内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らない
と、火災・感電・破裂などにより
死亡や大けがなどの人身事故が
生じます。

注意を促す記号

  

行為を禁止する 
記号

  

 

この表示の注意事項を守らない
と、火災・感電などにより死亡や
大けがなど人身事故の原因とな
ります。

この表示の注意事項を守らない
と、感電やその他の事故によりけ
がをしたり周辺の家財に損害を
与えたりすることがあります。

  
下記の注意事項を守らない
と火災・感電により死亡や
大けがの原因となります。

内部に水や異物を落とさない
万一、水や異物が入ったときは、
すぐに電池を抜き、お買い上げ
店やソニーサービス窓口にご相
談ください。

湿気やほこり、油煙、湯気の多い場所や、直射日光の
あたる場所には置かない
火災や感電の原因となることが
あります。とくに風呂場では絶
対に使用しないでください。

下記の注意事項を守らないとけがをしたり
周辺の家財に損害を与えたりすることがあ
ります。

内部を開けない
感電の原因となることがありま
す。内部の点検や修理はお買い
上げ店またはソニーサービス窓
口にご相談ください。

大音量で長時間つづけて聞きすぎない
耳を刺激するような大きな音量
で長時間つづけて聞くと、聴力
に悪い影響を与えることがあり
ます。とくにイヤーレシーバー
で聞くときにご注意ください。
呼びかけられて返事ができるく
らいの音量で聞きましょう。

電池についての安全上のご注意
液漏れ・破裂・発熱・発火・誤飲による大けがや失明を避
けるため、下記の注意事項を必ずお守りください。

  乾電池が液漏れしたときは
乾電池の液が漏れたときは素手で液をさわらない
液が本体内部に残ることがあるため、お客様ご相
談センターまたはソニーサービス窓口にご相談く
ださい。
液が目に入ったときは、失明の原因になることが
あるので目をこすらず、すぐに水道水などのきれ
いな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けて
ください。
液が身体や衣服についたときも、やけどやけがの
原因になるので、すぐにきれいな水で洗い流し、皮
膚に炎症やけがの症状があるときには医師に相談
してください。

 小さい電池は飲み込む恐れがあるので、乳幼児の手の
届くところに置かない。万が一飲み込んだ場合は、窒
息や胃などへの障害の原因になるので、直ちに医師に
相談する。

 機器の表示に合わせて＋と－を正しく入れる。
 充電しない。
 火の中に入れない。分解、加熱しない。
 コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯・
保管しない。ショートさせない。

 液漏れした電池は使わない。
 使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないとき
も取りはずす。

 火のそばや直射日光のあたるところ・炎天下の車中な
ど、高温の場所で使用・保管・放置しない。

 外装のビニールチューブをはがしたり傷つけたりしな
い。

 指定された種類以外の電池は使用しない。

充電式の電池を使用する場合のご注意
 本機では、充電式電池も使用できます。
 充電池で満充電状態でも、本機に入れたときにバッテ
リー残量表示がフル状態を示さない場合があります。

 電池の持続時間は、アルカリ乾電池よりも短くなりま
す。

 充電器は常温で使用してください。
 充電池および充電器は、以下の製品をご利用ください。
－ 充電式ニッケル水素電池：NH-AAA-2BE
－ 充電式ニッケル水素電池専用急速充電器： 

BCG-34HRE

日本国内での充電式電池の廃棄について
ニッケル水素電池は、リサイクルできます。
不要になったニッケル水素電池は、金属部
にセロハンテープなどの絶縁テープを貼っ
て充電式電池リサイクル協力店へお持ちく
ださい。

充電式電池の回収・リサイクルおよびリサイクル協
力店については有限責任中間法人JBRCホームページ
http://www.jbrc.net/hp/contents/index.htmlを参照
してください。

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置です。
この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近
接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをして
下さい。

各部のなまえ

■ 本体
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本機には電源スイッチはありません。

＊1 付属または別売のステレオイヤーレシーバーをイヤホ
ンジャックに差し込みます。雑音が入るときはイヤー
レシーバーのプラグをきれいに拭いてください。

＊2 コントロールキーの使いかた 
再生以外にメニューの操作にも使います。メ
ニューモードに入ってから、左右方向に押して
項目を選び、中央（）を押して決定します。

＊3 ネックストラップの取り付けかた ＊4 矢印の方向にずらすと、すべてのボタンが操作
できなくなります。停止中にホールドにする
と、表示窓の表示がすべて消えます。

■ 表示窓
フォルダ表示（A/B/C/D/E/ ）、用件番号表示、録音表示（REC）、録音時間表示、メモリー残量
表示、フォルダ内の総用件数、メニュー、カウンター、残り時間、録音日付、現在時刻など。

リピート表示

再生モード表示 録音モード表示
（HQ/SP/LP）

VOR表示

マイク感度表示

電池残量表示

録音または再生停止後はカウンターが時計表示になり、約30秒後に表示が消えます。

■ 付属品一覧
ステレオイヤーレシーバー （1） CD-ROM （1） 保証書 （1）
ソニーアルカリ乾電池LR03 （1） 取扱説明書 （1）
ソニーご相談窓口のご案内 （1） ネックストラップ （1）

準備

■ 電池を入れる
 電池ぶたを矢印の方向にずらして開ける。

 付属の単4アルカリ乾電池を入れ、ふたを閉め
る。

電池ぶたは落としたり、無理な力を加えたりする
とはずれることがあります。そのときは右の図
のようにはめ直してください。

使用できる乾電池と充電池
 単4形アルカリ乾電池1本（付属）
 単4形充電式ニッケル水素電池（別売り）：NH-AAA-2BE
充電器は、以下の製品をご利用ください。
充電式ニッケル水素電池専用急速充電器（別売り）：BCG-34HRE

!ご注意
マンガン電池は使用できません。

乾電池、充電池の持続時間
乾電池の持続時間＊1（ソニーアルカリ乾電池LR03（SG）を連続使用時）

HQモード＊2 SPモード＊3 LPモード＊4 MP3

録音時 約11時間 約16時間30分 約16時間30分 －

再生時＊5 約13時間 約19時間 約19時間 約8時間30分

充電池の持続時間＊1（ソニー充電式ニッケル水素電池NH-AAAを連続使用時）

HQモード＊2 SPモード＊3 LPモード＊4 MP3

録音時 約9時間30分 約14時間30分 約14時間30分 －

再生時＊5 約11時間 約16時間 約16時間 約8時間
＊1 電池持続時間は使用条件によって短くなる場合があります。
＊2 HQモード： 高音質モード
＊3 SPモード： 標準モード
＊4 LPモード： 長時間モード
＊5 音量レベルを中間付近に設定しステレオイヤーレシーバーで再生した場合。

電池を交換する時期
電池の残量がなくなってくると、表示窓の表示でお知らせします。

 が点滅したら、電池を交換してください。
 が点滅し「CHANGE BATTERY」が3回点滅すると電源が切れ、操作ができなくなります。

!ご注意
 乾電池を交換する際、電池を抜くと、時計設定画面（日付表示が点滅）に戻ってしまったり、日付・時刻が正しく表
示されません。時計を合わせ直してください。なお、録音した内容は消えません。

 「ACCESS」表示が出ている、またはOPRランプがオレンジに点滅している間は、メモリーへアクセス中です。ア
クセス中は、乾電池／充電池をはずさないでください。データが破損するおそれがあります。

■ 時計を合わせる
録音した日付を記録するためには、本機の時計合わせをしておく必要があります。

 ／MENUを長押しする。
メニュー画面が表示されます。

 コントロールキーをの方向に押して、 
「DATE & TIME>」を表示させ、を押す。
時計設定画面が表示されます。

 コントロールキーをの方向に押して年を選び、 
を押して決定する。

 同様にコントロールキーをの方向に押して月／
日／時／分を選び、を押して決定する。
分を決定すると時計が設定され、再び「DATE & 
TIME>」が表示されます。

 STOPを押す。

録音

■ 用件を録音する
A～ Eの５つのフォルダそれぞれに99件まで、合計495件の用件を録音できます。

用件専用フォルダ MP3専用フォルダ
＊ ＊  はMP3専用のフォルダです。 

 フォルダを選んで用件を録音するとA、B、C、
D、Eの空いているフォルダに自動的に切り換わ
ります。

 ／MENUを押して、録音するフォルダを選ぶ。

 停止中にREC/PAUSEを押す。
一番最後の部分に録音が追加され、すぐに録音が始めら
れます。

例： 用件1 用件2 新しい用件 空きスペース

 内蔵マイクに向かって話す。

 録音を止めるにはSTOPを押す。

!ご注意
 OPRランプがオレンジに点灯・点滅中は電池をはずさないでください。データが破損するおそれがあります。
 録音中、本機に手などがあたったり、こすったりすると雑音が録音されてしまうことがあります。
 録音を始める前に必ず電池残量表示を確認してください。

録音を一時停止するには
REC/PAUSEを押します。「PAUSE」が点滅します。一時停止を解除するには、もう一度REC/PAUSEを押
します。

録音中の音をモニターするには
イヤーレシーバーを使って、モニターします。
イヤーレシーバーからの音量（モニター音量）は、コントロールキーをVOL＋またはVOL－方向に押して調節
します。録音される音量に影響はありません。

録音モードを選ぶ
メニュー「REC MODE:HQ」で、用途に応じた録音モードに設定します（裏面「設定」参照）。
より良い音質で録音したいときは、HQモードを選んでください。

マイク感度を切り換える
メニュー「MIC SENS:H」で、切り換えることができます（裏面「設定」参照）。

録音可能時間について
最大録音時間＊は、全フォルダ合わせて下記のとおりです。録音可能な残り時間はメニュー「DISPLAY>」で
確認できます（裏面「設定」参照）。
＊ 本機に収録されている“Player Tool for Windows Media Player”、“Windows® 2000 Professional、

Windows® 98 Second Edition用ドライバ”、語学学習用教材を消去したときの録音時間

ICD-U60 ICD-U70
HQモード＊1 SPモード＊2 LPモード＊3 HQモード＊1 SPモード＊2 LPモード＊3

57時間30分 153時間25分 251時間5分 115時間10分 307時間15分 502時間45分
＊1 HQモード：高音質モード
＊2 SPモード：標準モード
＊3 LPモード：長時間モード

メモリー残量表示について
残量が減ると、表示窓の表示でお知らせします。
残量が100%のときは、 と表示されます。
録音中に残り時間が5分を切ると、残量表示  が点滅します。
メモリーがいっぱいになると、自動的に録音が止まり、警告音が鳴り、「MEMORY FULL」表示が点滅します。
残量表示は  が点滅します。不要な用件を消去してください。

■ 音がしたとき自動的に録音を始める 
（デジタルVOR機能）

メニュー操作で「VOR:ON」にして、VOR（自動録音スタート）が設定できます（裏面「設定」参照）。

再生／消去

■ 用件を再生する
今録音したばかりの用件を聞くには、手順から行ってください。
 ／MENUを押して再生したい用件を録音した
フォルダを選ぶ。

 コントロールキーをまたは方向に押して用
件番号を選び、を押す。

 コントロールキーをVOL＋またはVOL－方向に押
して音量を調節する。

 再生を止めるにはSTOPを押す。

一時停止する を押す。（もう一度押すと、止めたところから再生が始まります。）

今聞いている用件の頭に戻る 方向に短く1回押す。

前の用件、さらに前の用件に戻る 方向に短く何回か押す。（停止中は押したままにすると、連続して戻りま
す。）

次の用件に進む 方向に短く1回押す。

さらに次の用件に進む 方向に短く何回か押す。（停止中は押したままにすると、連続して進みま
す。）

早送り／早戻しする＊ 再生中に（早送り／キュー）または（早戻し／レビュー）方向に押し
たままにして、聞きたいところで離す。

＊ 最初は少しずつ早送り／早戻しされます。しばらくそのままにすると、高速での早送り／早戻しになります。早
送り／早戻し中は、表示モードの設定に関係なく、カウンター表示になります。

 最後の用件の終わりまで早送りすると「MESSAGE END」が点滅し、フォルダ内の最後の用件の頭に戻って止ま
ります。

再生速度を調節する（DPC）
DPC入／切スイッチを「ON」にします。
再生速度は、メニュー「DPC:0%」で設定できます（裏面「設定」参照）。

通常の再生速度に戻すには
DPC入／切スイッチを「OFF」にします。

!ご注意
 DPCスイッチを「ON」にした場合、音質が変わります。
 DPCの再生速度表示（％）は目安です。表示と実際の再生速度は必ずしも一致しません。

再生モードを選ぶ
メニュー「VOICE PL MODE>」で、再生モードを変更できます（裏面「設定」参照）。

指定した区間を繰り返し再生する（A-Bリピート）
1 再生中にA-B （リピート）を短く押して、A点を指定する。

2 「A-B B?」が点滅中に、もう一度A-B （リピート）を短く押して、B点を指定する。
「A-B REPEAT」が表示され、指定した期間が繰り返し再生されます。

A-Bリピート再生を止めるには
STOPボタンを押します。A-Bリピート設定が解除されます。A-Bリピート再生を続けたい場合はボ
タンを押して一時停止にします。

!ご注意
 2件以上の再生にまたがって指定することはできません。
 B点を指定しないと、その用件の終わりまで再生して、そこが自動的にB点になります。

■ 消去する
!ご注意
一度消去した内容はもとに戻すことはできません。

1件ずつ消去する
1 消去したい用件を選ぶ。

2 メニューで、「ERASE A MSG>」を選び、を押す。
「ERASING・・・」が点灯し、用件が消去されます。

途中で消去をやめるには
決定の前でSTOPボタンを押します。

フォルダの中身をすべて消去する
1 消去したいフォルダを選ぶ。

2 メニューで、「ERASE ALL MSG>」を選び、を押す。
「ERASING・・・」が点灯し、フォルダの中身が消去されます。

途中で消去をやめるには
決定の前でSTOPボタンを押します。

!ご注意
用件数が多い場合は数分程度かかる場合があります。そのままお待ちください。
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「録音年月日」または「録音時刻」表示が「--Y 
--M --D」または「--:--」になる。
 時計を合わせていない時に録音した用件には、録
音した日付は表示されません。

電池の持続時間が短い。
 乾電池の持続時間は、音量レベルを中間付近に設
定しステレオイヤーレシーバーで再生した場合の
目安です。使用条件によっては短くなる場合があ
ります。

最大録音時間まで録音できない。
 ひとつのフォルダ内に99件を超えると、それ以上
用件は録音できません。

 HQ、SPとLPモードを混ぜて録音すると、最大録
音時間はHQ、SPとLPモードの最大録音時間の間
になります。

 最小録音単位があるため、用件の数が多いと、端数
が出ることにより実際の録音可能時間が最大録音
時間より短くなることがあります。

 最小録音単位より長い用件の場合でも、端数が出
た場合は、同様に実際の録音時間よりも多く残り
時間が減ることがあります。

 以上の理由により、実際に録音した時間の合計と、
「残り時間」を合計した時間が、最大録音時間より
少なくなる場合があります。

正常に動作しない。
 乾電池を取り出して、もう一度入れ直す。

■ 保証書とアフターサー
ビス

保証書
 所定事項の記入および記載内容をお確かめのう
え、大切に保存してください。

 保証期間はお買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。

それでも具合の悪いときはサービスへ
お客様ご相談センター、お買い上げ店、または添付の
「ソニーご相談窓口のご案内」にあるお近くのソニー
サービス窓口にご相談ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきま
す。詳しくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望によ
り有料修理させていただきます。

部品の保有期間について
当社ではICレコーダーの補修用性能部品（製品の機
能を維持するために必要な部品）を、製造打ち切り後
6年間保有しています。この部品保有期間を修理可
能な期間とさせていただきます。保有期間が経過し
た後も、故障箇所によっては修理可能の場合があり
ますので、お買い上げ店またはサービス窓口にご相
談ください。

■ 主な仕様
録音方式 内蔵フラッシュメモリー使用、容量

512MB（ICD-U60）、 
1GB（ICD-U70）、モノラル録音 
実際の使用可能領域は、少なくなる場合
があります。

最大録音時間  ICD-U70 ICD-U60 
HQ: 115時間10分 57時間30分 
SP: 307時間15分 153時間25分 
LP: 502時間45分 251時間5分

周波数範囲 HQ: 160～ 6,800 Hz
 SP: 100～ 3,400 Hz
 LP: 100～ 3,400 Hz
 MP3: 20～ 20,000 Hz
MP3対応ビットレート（kbps） 

MPEG Ver. 1 Layer 3: 
 32, 40, 48, 56, 64, 80, 96, 112,  
 128, 160, 192, 224, 256, 320 
MPEG Ver. 2 Layer 3: 
 32, 40, 48, 56, 64, 80,  
 96, 112, 128, 144, 160

MP3対応サンプリング周波数（kHz） 
MPEG Ver. 1 Layer 3: 
 32.0, 44.1, 48.0 
MPEG Ver. 2 Layer 3: 
 16.0, 22.05, 24.0

スピーカー 直径 10mm
出力端子 イヤホン（ミニジャック／ステレオ）
 出力：負荷インピーダンス 8～ 300
入・出力端子 USBコネクタ
実用最大出力 スピーカー時 35mW
電源 DC 1.5V 
 単4形アルカリ乾電池または充電式 

ニッケル水素電池1本使用
最大外形寸法 約30.0×99.7×20.0mm 

（幅／高さ／奥行き）最大突起部含まず
質量 64g（アルカリ乾電池LR03 1本含む）

別売アクセサリー
 ニッケル水素電池専用急速充電器

BCG-34HRE／充電式ニッケル水素電
池単4形NH-AAA-2BE／オーディオ
コードRK-G134/G135（抵抗入り）、
RK-G136/G139（抵抗なし）／アク
ティブスピーカー SRS-T88

本機はFraunhofer IIS及びThomsonのMPEG 
Layer-3オーディオコーディング技術と特許に基づく許
諾製品です。

本機はWindows 98 Second Edition/Windows 
Millennium Editionでの動作を確認しておりますが、 
マイクロソフト社のサポートが終了したことにより、
OSに起因した問題などのサポートが行えなくなります。
今後アップグレードプログラムの提供など、従来どおり
のサポートができない場合があります。

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更する
ことがありますが、ご了承ください。

お問い合わせ窓口のご案内
本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障
と思われるときのご相談については、下記のお問
い合わせ先をご利用ください。
 ホームページで調べるには→パーソナルオー
ディオ・カスタマーサポートへ 
（http://www.sony.co.jp/support-pa/） 
ICレコーダーに関する最新サポート情報や、よ
くあるお問い合わせとその回答をご案内する
ホームページです。

 電話・FAXでのお問い合わせは→お客様ご相
談センターへ（下記電話・FAX番号）
 本機の商品カテゴリーは［ICレコーダー］－
［ICレコーダー］です。
 お問い合わせの際は、次のことをお知らせく
ださい。
－ 型名：ICD-U60/ICD-U70
－ シリアルナンバー：電池ボックス内
－ ご相談内容：できるだけ詳しく
－ お買い上げ年月日

パソコンとつないで使う
必要なシステム構成
 IBM PC/AT＊1およびその互換機

– CPU：266MHz以上のPentium IIプロセッサー＊2もしくは同等の性能を有するプロセッサー
– RAM容量：64MB以上
– ハードディスクの空き容量：5MB以上（音声データの扱い量に比例してそれ以上の空き容量が必要です。）
– USBポート
– サウンドボード：Sound Blaster 16互換
– ディスプレイ：ハイカラー（16ビットカラー）以上、800×480ドット以上

 対応OS：Microsoft® Windows® XP Media Center Edition 2005、Windows® XP Media Center 
Edition 2004、Windows® XP Professional、Windows® XP Home Edition、Windows® 2000 
Professional、Windows® Millennium Edition、Windows® 98 Second Edition標準インストール＊3（日
本語版）

 Windows Media Player：Ver. 6.4以上（お使いのパソコンがWindows Media Playerの必要なシステム構
成（動作環境）を満たしている必要があります。）
＊1 IBM、PC/ATは米国International Business Machines Corporationの登録商標です。
＊2 PentiumはIntel Corporationの登録商標です。
＊3 Microsoft、Windowsは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。

■ パソコンとつなぐ
 ドライバをインストールする 
（Windows 2000 Professionalと
Windows 98 Second Editionの場合のみ）。
本機のUSBキャップをはずし、パソコンのUSB
端子につなぎ、付属のCD-ROMからドライバを
インストールしてください。
ドライバをインストールするには、エクスプ
ローラでCD-ROMドライブを開き「JAPAN」－
「UDriver_JP」をダブルクリックし、表示される
インストーラ画面の指示に従ってください。

パソコン

ICレコーダー パソコンの
USB端子へ

 パソコンで用件を再生するために必要なプラグインをパソコンにインストールする。
エクスプローラでCD-ROMのドライブを開き「JAPAN」－「PlayerToolSetup_JP」をダブルクリックする
と、Windows Media Player用のプラグインのインストーラ画面が表示されます。画面の指示に従ってイ
ンストールしてください。

ヒント
 Windows 2000 Professional/Windows 98 Second Edition用ドライバと、再生用プラグインは、本体のメモ
リ内にも収録されています。

 本機はUSBマスストレージディバイスとしてもご使用になれます。

!ご注意
OPRランプがオレンジに点灯、点滅中は本機とパソコンが通信中です。通信中は本機をパソコンから抜かないでく
ださい。

お使いのパソコンに本機を直接接続できない場合は
専用USB接続補助ケーブルPC-U001を補修部品としてご用意しています。詳しくは、お買い上げ店またはソニー
サービス窓口へお問い合わせください。また、USBロゴのついたUSBハブでもご使用になれます。

■ MP3ファイルを本機で再生する
 パソコン内のMP3ファイルを本機の （MUSIC）フォルダ内にドラッグアンドドロップする。

2階層、最大300個のフォルダが作れます。各階層および フォルダの直下には合計999曲のMP3ファイル
を入れることができます。

 本機の ／MENUを押して「 」を選ぶ。

 コントロールキーをまたは方向に押して再生したいファイルを選び、を押す。
選んだ曲の再生が始まります。

 再生を止めるにはSTOPを押す。

MP3ファイルの記録可能時間＊

ICD-U60

ビットレート ファイルの記録可能時間

256kbs 約4時間20分

128kbps 約8時間40分

48kbps 約23時間10分

ICD-U70

ビットレート ファイルの記録可能時間

256kbs 約8時間40分

128kbps 約17時間25分

48kbps 約46時間30分

＊  本機に収録されている“Player Tool for 
Windows Media Player”、“Windows® 
2000 Professional、Windows® 98 Second 
Edition用ドライバ”、語学学習用教材を消去し
たときの記録時間

  本機にMP3ファイル以外のファイルが入って
いる場合、記録可能時間が変化します。

本機でのMP3ファイルの再生順序
パソコンから本機にコピーされた フォルダ内の
MP3ファイルは、「MUSIC PL MODE>」が「ALL 
REPEAT」のとき、図のようにフォルダ階層が浅い
順番に本機で再生されます（～の順序）。

 パソコンに表示される フォルダのツリー図

!ご注意
 A～ EフォルダにMP3ファイルをコピーしても本機では認識、再生できません。
 DPC入／切スイッチを「ON」にした場合は音質が変わりモノラル再生になります。
 MP3ファイルの再生では、再生中断後のスタート位置に多少の誤差が発生する場合があります。

再生モードを選ぶ
メニュー「MUSIC PL MODE>」で、再生モードを選びます（「設定」参照）。

■ 用件をパソコンで再生する
 本機のフォルダからパソコンにコピーしたい用件（ファイル）をドラッグアンドドロップする。

 パソコンでファイルをダブルクリックして再生する。

パソコンから本機に用件をコピーする
1 パソコンのフォルダから本機のA～ Eフォルダのいずれかにコピーしたい用件（ファイル）をドラッ
グアンドドロップする。

!ご注意
（MUSIC）フォルダに用件（ファイル）をコピーしても本機では認識、再生できません。

設定

■ 設定メニューの操作方法
 ／MENUを長押ししてメニューモードに入る。

 コントロールキーを左右方向に押して項目を選び、を押して決定する。

 STOPを押してメニューモードを終了する。

メニュー一覧
メニュー 設定項目（＊:初期設定）

REC MODE:HQ 録音モードを設定します。
HQ＊： 音質を重視する大切な録音。
SP： 通常の録音。
LP： 音質を重視しない簡易な録音。

MIC SENS:H マイクの感度を設定します。
H＊： 小さな音を大きくするとともに、全体の録音レベルを最適化することでバランスのとれ

た録音を実現します。広い会議室での録音など、遠くの音や小さい音を録音するときに
使用します。

L： 口述録音など、マイクを口元に近づけて録音したり、近くの音や大きい音を録音すると
きに使用します。

DISPLAY> 表示モードを設定します。（それぞれ再生時／停止時／録音時に表示される項目です。）
COUNTER＊： 1用件の経過時間／ 1用件の経過時間／録音経過時間
REMAIN： 1用件の残り時間／残り録音可能時間／残り録音可能時間
REC DATE： 録音年月日／録音年月日／現在年月日
REC TIME： 録音時刻／録音時刻／現在時刻

VOR:OFF デジタルVORを設定します。
ON： ある大きさ以上の音をマイクが拾うと自動的に録音が始まり、音が小さくなると録音

が止まります。REC/PAUSEボタンを押して、録音を始めると、「VOR」機能が働き
ます。音が小さくなり録音が自動的に一時停止すると、「VOR PAUSE」が点滅しま
す。

OFF＊： VOR機能は働きません。

!ご注意
VOR機能は周囲の環境に左右されます。状況に合わせてメニュー操作でマイク感度を「MIC 
SENS:H」または「MIC SENS:L」に切り換えても思いどおりに録音できないときや、大切な
録音をするときは、VORを「OFF」にしてください。

DPC:0% DPCスイッチを「ON」にした場合、再生速度の通常の約2倍（＋100%）から半分（－50%）ま
での範囲で設定します。＋設定（「FAST PLAY」が表示）では「＋10」刻みで、－設定（「SLOW 
PLAY」が表示）では「－5」刻みで設定されます。

VOICE PL MODE> 用件フォルダの再生モードを設定します。
1 FILE PLAY＊： ひとつの用件の再生が終わると、次の用件のはじめで停止します。
1 FILE REPEAT： ひとつの用件を繰り返し再生します。
CONTINUED PLAY： ひとつのフォルダ内の用件を連続して再生します。

!ご注意
フォルダを選択中は「VOICE PL MODE>」を表示しません。

MUSIC PL MODE> MP3ファイルの再生モードを設定します。
1 FILE PLAY： ひとつのファイルの再生が終わると、次のファイルのはじめで停止

します。
1 FILE REPEAT： ひとつのファイルを繰り返し再生します。
CONTINUED PLAY＊： ひとつのフォルダ内のファイルを連続して再生します。
ALL REPEAT： フォルダ内の全ファイルを繰り返し再生します。
SHUFFLE： フォルダ内の全ファイル順不同に繰り返し再生します。

!ご注意
A～ Eフォルダを選択中は「MUSIC PL MODE>」を表示しません。

FORMAT> フラッシュメモリー内のデータを初期化します。

!ご注意
初期化するときはパソコンではなく本機でおこなってください。

DATE & TIME> 時計を設定します。（06Y1M1D＊)

BEEP:ON 確認音を設定します。 
ON＊： 操作時の受け付け確認音およびエラーのビープ音が鳴ります。 
OFF： 操作時の受け付け確認音やエラー音が鳴りません。

LED:ON OPRランプの点灯、消灯を設定します。 
ON＊： 動作中はOPRランプが点灯または点滅します。 
OFF： 動作中もOPRランプは点灯しません。

!ご注意
USB接続時は設定にかかわらず点滅します。

BACK LIGHT:ON バックライトの点灯、消灯を設定します。 
ON＊： バックライトが点灯します。 
OFF： 動作中もバックライトは点灯しません。

ERASE ALL MSG> 選んだフォルダの中身をすべて消去します。

ERASE A MSG> 1件消去します。

他の機器と接続して使う

■ 本機の音声を他の機器で録音する
本機のイヤホンジャックを他の機器のマイクジャック／ラインインにつなぎます。

マイクジャック／ラインインへイヤホンジャックへ

テープレコーダーなど

オーディオコード

お使いになれるオーディオコード（別売）
マイクジャックを使って接続するときは、次の抵抗入りオーディオコードをお使いください。

ICレコーダー側 接続先機器側

RK-G135 ステレオミニプラグ（抵抗入り） ミニプラグ（モノラル）（抵抗入り）

RK-G134 ステレオミニプラグ（抵抗入り） ステレオミニプラグ（抵抗入り）

ラインインを使って接続するときは、次の抵抗なしオーディオコードをお使いください。

ICレコーダー側 接続先機器側

RK-G139 ステレオミニプラグ（抵抗なし） ミニプラグ（モノラル）（抵抗なし）

RK-G136 ステレオミニプラグ（抵抗なし） ステレオミニプラグ（抵抗なし）

■ 使用上のご注意
ノイズについて
 録音中や再生中に本機を電灯線、蛍光灯、携帯電話など
に近づけすぎると、ノイズが入ることがあります。

 録音中に本機に手などが当たったり、こすったりする
と、雑音が録音されることがあります。

ご使用場所について
 運転中のご使用は危険ですのでおやめください。

取り扱いについて
 落としたり、強いショックを与えたりしないでくださ
い。故障の原因になります。

 次のような場所には置かないでください。
－ 温度が非常に高いところ（60℃以上）。
－ 直射日光のあたる場所や暖房器具の近く。
－ 窓を閉めきった自動車内（特に夏期）。
－ 風呂場など湿気の多いところ。
－ ほこりの多いところ。

万一故障した場合は、内部を開けずにお買い上げ店また
はソニーサービス窓口にご相談ください。

お手入れ
本体表面が汚れたときは
水気を含ませた柔らかい布で軽くふいたあと、からぶき
します。シンナ－やベンジン、アルコール類は表面の仕
上げを傷めますので使わないでください。

 本製品の不具合により、録音ができなかった
場合、および録音内容が破損または消去され
た場合、録音内容の補償についてはご容赦く
ださい。

 本製品を使用したことによって生じた金銭上
の損害、逸失利益および第三者からのいかな
る請求につきましても、当社は一切その責任
を負いかねます。

 録り直しのきかない録音の場合は、必ず事前
にためし録りをしてください。

 お客様が録音したものは個人として楽しむな
どのほかは、著作権法上、権利者に無断で使用
できません。

バックアップのおすすめ
万一の誤消去や、ICレコーダーの故障などに
よるデータの消滅や破損にそなえ、大切な録音
内容は、必ず予備として、コンピューターなどに
保存してください。

■ 故障かな?と思ったら
修理を依頼される前に、もう一度下記項目をチェック
してみてください。それでも解決しない場合、ご不明
な点は、パーソナルオーディオ・カスタマーサポート
ページをご覧いただくか、お客様ご相談センターまで
お問い合わせください。なお、修理に出すと、録音し
た内容が消えることがあります。ご了承ください。

操作ボタンを押しても動作しない。
 乾電池のとの向きが正しくない。
 乾電池が消耗している。
 ホールドスイッチが入っている。（ボタンを押すと
「HOLD」表示が3回点滅します。）

スピーカーから音が出ない。
 イヤーレシーバーが差し込まれている。
 音量が絞られている。

「MEMORY FULL」や「MESSAGE 
FULL」が点滅し、録音できない。
 メモリーがいっぱいになっている。
 不要な用件を消去する。

 フォルダ内に99件録音されている。
 不要な用件を消去する。

雑音が入る。
 録音したとき、本機をこすってしまい、雑音が録音
された。

 録音中や再生中に本機を電灯線、蛍光灯、携帯電話
などに近づけすぎると、ノイズが入ることがあり
ます。

 イヤーレシーバーで聞いているとき、イヤーレ
シーバーのプラグが汚れている。
 プラグをきれいにクリーニングする。

録音レベルが小さい。
 メニューのマイク感度設定が「MIC SENS:L」（低
感度）になっている。
 メニューのマイク感度設定を「MIC SENS:H」
（高感度）に切り換える。

録音が途中で止まる。
 デジタルVORが作動している。VORを使用しな
いときは、メニューのVORを「VOR:OFF」にする。

時計表示が「--:--」になる。
 時計を合わせていない。


